
  野いちごだより（家庭通信）平成 23 年度 №１ H23.4.15  
 

作業を通して学び、働く喜びを 
 

私たちの野いちごは、就労継続支援Ｂ型事業所として３年目を迎えました。小規模授産所から自立支援

法の新体系サービスの事業所として２年間の歩みをしてきたわけですが、小さな事業所にもいろいろな

ことがありました。しかし、利用者の皆さんが生き生きとして、笑顔がたえないことを大変うれしく思

います。出席率も大変良く、喜んで野いちごに来ていただいている証だと思っています。 

さて、野いちごの１日は、ほとんどの時間が作業になっています。大半の時間が作業ですから、働くこ

とを通してでなければ野いちごにくる本当の喜びを得られないこととなります。私たちは、年間を通し

て安定して作業に取り組むことができるように仕事の確保に努めていきます。また、全員が役割を持っ

て作業に参加できるように作業種や分担を工夫し、共に働く喜びを分かち合えるようにしていきたいと

思います。 

また、利用者が、製品やサービスを届ける先に消費者や来客があることを考えて、丁寧な仕事をしたり、

温かな接客をしたりすることも大切にしていきたいと考えています。もちろん事業所では、利用者の個

性や主体性を大切にすることを基本としていますが、消費者や来客のことを通して、相手のことを考え

るよい機会となります。また、利用者同士が互いのよさを認めあって仕事ができると、一段と楽しい事

業所になります。 

本年度も、作業を通して学び、作業を通して働く喜び感じる野いちごとなるようにしていきたいと思い

ます。よろしくお願いします。 

ボランティア佐藤さんからごあいさつ 

週 1回午前中だけの手伝いですが、私にはとても楽しみな時間です。いつもみなさんが元気なあいさつ

と笑顔で迎えてくれることもうれしく、ありがたいことです。一人ひとりが一生けんめい取り組んでい

る姿と、野いちごのとっても温かな雰囲気に居心地良く仲間に入れてもらっています。 

これからもよろしくね。（佐藤洋子） 

 

 

  新利用者紹介 
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4 月 11 日から仲間となりましたＮＨ君で

す。「少し疲れました」と言っていますが、

しっかりとした仕事ができて感心していま

す。野いちご生活を楽しみましょう。 

義援金協力のお礼 

 

 東日本大震災にあた

り、義援金の協力ありが

とうございました。総額

25,621 円が集まり連合会

に送金しました。連合会

からは、日頃お世話にな

っている共同募金会を通

して被災者に届けますと

いう連絡をもらいまし

た。 

新職員紹介 

 安田みのりさん 

「４月から喫茶野いちごで利用

者さんと一緒に働いています。 

 藤枝から自転車で通っていま

す。 

 ネコが大好きです。 

 どうぞよろしくお願いしま

す。」 

 

 喫茶で勤務していた鈴木和子

さんは、４月から工房勤務となり

ました。 

 

４月、５月行事予定 

 

４月 19日（火）工房・防災訓練 

４月 27日（水）19：00～ 

保護者会 

４月 29日（金）～５月５日（木）

休業日 

＊５月２日（月）野いちごの休業

日を含む  

５月６日（金）散策：新緑と花を

楽しむ 

５月 12日（木）工房：春の園芸 


